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あらまし：アルゴリズム学習を行うため，様々なシステムが開発されている．それらのシステムでは，

効率のよいアルゴリズムの学習を支援するために，命令数などに制限を設けている．しかし，実際にど

の様な制約が適切なのか，また制約の効果についても十分な検討が行われていない．そこで，制約の種

類を操作できるシステムを使用し，授業実践を行った．その結果，(1)制約の有無での効果に違いがあ

ること，(2)制約の違いでも効果に差があることがわかった．	
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1. はじめに 
初学者にとってアルゴリズムの習得は難しく，原

理を理解したとしてもプログラム化できないことが

多い．そして，習得には多くの時間が必要である． 
アルゴリズム教育についての研究の中には，これ

らの現状を改善するため，様々なシステムの開発が

行われている．それらは，使用できるブロック数や

プログラムの長さに制限をかけることで，より効率

的なアルゴリズムを考えられるように工夫が行われ

ている(JEITA，2010)．しかし，実際にどの様な制約
がいいのか，また，制約の効果についての検討は十

分に行われていない． 
そこで、本研究ではモジュール化をすることの導

入として行えるようにするために，制約の違いによ

って，教授効果に違いがあるのかを目的に検討する． 
本研究で検討する制約は，アルゴリズムの長さ(マ

ス数)と使用できる命令の数(ブロック数)である． 
 

2. 授業実践 1 
2.1 実験対象者 
幸田高等学校3年生47名が地域連携講座の一環と

して授業に参加した．授業は制約無し(24 名)と制約
有り(23名)の 2つのクラスに分けて行った． 
使用できるブロック数に制約を設けた． 

2.2 教材 
アルゴロジックを用いてアルゴリズムについて学

び，スタートとゴールの書いてある迷路を問題とし

て自分でアルゴリズムを考える．手作業で行うこと

ができるようにマグネットシートの上にワークシー

トを置き，マグネットの駒を自分で動かせるように

した． 

2.3 授業内容 
1 アルゴリズムとは何かを自動販売機を例に

学習する(15分) 
2 演習で使用するブロックについて学習する

(20分) 
3 事前テスト(10分) 
4 演習問題を解き，解答を発表する(30分) 
5 事後テスト(10分) 

2.4 結果と考察 
制約無･有の事前･事後テストの使用マス数の平均

を比較すると，両群ともに，事後テストが事前テス

トよりも，短くなった．また，どれほど向上(より短
いアルゴリズムを考えたか)したかを考察した． 
制約無･有ともに向上し，やや制約有の方が，効果

があることがわかった． 
しかし，大きな違いが見られることがなく，また，

手作業でアルゴリズムを考えるようにマグネットシ

ートを使用したが、それを使用せずにアルゴリズム

を考えている生徒もいた．そして，マグネットシー

ト上で行うため，自分で考えたアルゴリズムが正し

い動きをするのかを確認(フィードバック)が十分で
なかった． 
これらの結果を踏まえて，改善点が 2つ上がった．

1 つ目は，制約の有無でなく、制約の違いを作り，
どちらがより効果的かを測定できるようにすること，

2 つ目は，フィードバックを与えられるようにする
ことである． 
これらの改善点を考慮し，授業実践 2を行った． 
 

3. 授業実践 2 
3.1 実験対象者 
授業実践 1と同様幸田高等学校 2年生 60名が地域

連携講座の一環として授業に参加した． 
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(1) JEITA:

http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/youryou/12
82000.html ( 2014-2-4) 

(2)  , , (2011) 
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